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今年のテーマ
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引⽤：CES MEDIA向け資料
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CES2026（旧 Consumer Electronics Show）
・会期：2026年1⽉4⽇〜9⽇（4,5⽇はメディアデー）

毎年1⽉開催
・場所：アメリカ ネバダ州ラスベガス LVCC(ラスベガス・コンベンション・センター)他
・主催：CTA（全⽶⺠⽣技術協会 Consumer Technology Association）
・特記：世界最⼤の電⼦機器の⾒本市。業界向けの⾒本市で、⼀般への公開はされていない
・展⽰スペース：24万ｍ2（東京ビッグサイトの2倍以上）
・登録料：＄350.（約5.5万円）

セッション
登壇者数出展者数来場者国来場者

1,300
4,100

(1,200スタート
アップ) 

―148,000+2026年

1,2004,500150141,0002025年
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会場
CES会場全体（3エリア）

LVCC Campus (⾃動⾞をメインとした会場)

LVCC Campus 展⽰床⾯積 180,290 m2

東京ビッグサイト展⽰床⾯積 115,420 m2

今年更に追加
になった展示場
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出展カテゴリー

CES2026 キーワード
AI、フィジカルAI、⾃動運転、ロボティクス、NVIDIA
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⼤げさに⾔えば、どのブースに⾏ってもNVIDIAのマークがあると⾔う感じだった。

NVIDIA
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Sony Honda Mobility

⽇系の⾃動⾞メーカーで唯⼀の出展
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Sony Honda Mobility（⽇本）

ワールドプレミアのAFEELA SUV 2028年以降アメリカから販売
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Sony Honda Mobility（⽇本）

ほぼ量産型のAFFILA 1 今年からアメリカから販売
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WAYMOWAYMO

Alphabet傘下でGoogleグループ。Jaguar I-PACE ベース
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WAYMO

HYUNDAI IONIQ 5 ベース



© 2026 Tokyo R&D Co.,Ltd. 東京アールアンドデー14

WAYMO

ZEEKR OJAI 製造中⽌するJaguarに代わるモデル。ラスベガス市内では、既にテスト⾛⾏されている。
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WAYMO

ZEEKR OJAIのカメラ類にはウォッシャー、ワイパーなどが付く。
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ZOOXZOOX

Amazonグループ。ZOOXブースの初⽇は⼈だかり
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ZOOX

やっと⾒れたZOOXのロボットタクシー



© 2026 Tokyo R&D Co.,Ltd. 東京アールアンドデー18

ラスベガスの街中をテストする、トヨタベースのZOOXの⾃動運転⾞。昨年も試験⾛⾏していた。

ZOOX
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MOIA（Apex.AI)

VW ID.BUZZがベースの⾃動運転。システムはモービルアイ、オペレーティングシステムは、Apex.AI

MOIA ( Apex.AI )
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Motional

HYUNDAIとAptivの合弁会社。HYUNDAIブースに展⽰。⾃動運転⾞。ラスベガス街中でも⾒かける。

Motional
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TIER Ⅳ

HYUNDAI IONIQ 5ベースの⾃動運転⾞

TIER Ⅳ



© 2026 Tokyo R&D Co.,Ltd. 東京アールアンドデー22

Autoliv TENSOR

格納式ステアリングホイールをもつ⾃動運転⾞。2027年の量産を⽬指す。

Autoliv TENSOR
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KARSAN

トルコのKARSAN。6mのEVミニバスの⾃動運転⾞。ベースとなる6mのミニバスは⽇本にも輸⼊されている。

KARSAN
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BOSCH

BOSCHの⾃動運転トラクターヘッド。ディーゼルエンジン⾞。

BOSCH
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INDY AUTONOUMOUS CHALLENGE

昨年は、サーキットでエキシビジョンレースが⾏われたが、今年はdSPACEのブースに展⽰。

INDY AUTONOUMOUS CHALLENGE
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Kubota

クボタの⾃動運転建機

Kubota
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GEELY(吉林）

昨年に続き出展。近くアメリカ進出する可能性が⾼い。

GEELY（吉林）



© 2026 Tokyo R&D Co.,Ltd. 東京アールアンドデー28

⽇本でも販売されるEV ZEEKR 009

GEELY(吉林）



© 2026 Tokyo R&D Co.,Ltd. 東京アールアンドデー29

GWM（⻑城）

EVのほか、エンジン、FCスタック、オートバイなども展⽰

GWM（⻑城）
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200kWのFCスタック。今回のCESでの⽔素関連で唯⼀の展⽰

GWM（⻑城）
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OshkoshOshkosh

Striker Volterraは空港に配備されるディーゼル＆電動モーターのハイブリッド消防⾞。総重量45トン
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Bobcat

EV建機。
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ミシュランのエアレスタイヤを装着

Bobcat
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RICTOR

昨年は、2輪を展⽰していたが、今年は3輪⾞。2輪⾞は、既に200台以上受注してる。

RICTOR
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空⾶ぶクルマも数台展⽰有り
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こちらも
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HYUNDAI

HYUNDAIの巨⼤なブース。２時間待ちとか。

HYUNDAI
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HYUNDAI Boston Dynamics

HYUNDAIブースに提携しているBoston Dynamicsのロボット
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HYUNDAI

HYUNDAIブースのロボット
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HYUNDAIのバレーパーキングロボット。EVは、KIA EV6

HYUNDAI
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HYUNDAI

充電ロボット
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AUTEL

充電ロボットとKIA EV6

AUTEL
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ZEEKR

昨年のCES2025の充電ロボット（参考）

ZEEKR
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gulplug

EVからコネクターが落ち、⽳にはまると充電が出来る。ワイヤレス給電とは異なる新たな充電システム。
コストが安いと⾔う。

gulplug
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P3 alpitronicP3 alpitronic

PnC(プラグアンドチャージ)機能を採⽤。充電応⼒は350kWクラス。
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GTPOW

折り畳み式太陽光発電充電器 発電能⼒1,600W 満充電までに46時間？

GTPOW
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電動バイク＆キックボード

DODGE

FIAT 500e

BUGATTI

JEEP

電動バイク＆キックボード
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SEGWAY

従来の⼀⼈乗りの⾃⽴型の閉校⼆輪⾞はなく、キックボード、電動モトクロスなどが並ぶ。

SEGWAY
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Amazon

AmazonもWESTHALLに⼤きなブースを構える。⾃動⾞の開発環境を提供する。

Amazon
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SIEMENS

VRの世界を体験。SDV

SIEMENS
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ALPSALPINE

こちらもSDV関連を展⽰

ALPSALPINE
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Pioneer

オートバイ⽤⼤型ナビ＆ディスプレイ。他にカーオーディオ、ドラブレコーダーなどを展⽰。

Pioneer
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Jatco

アシスト⾃転⾞⽤モーター、9ATなどを展⽰

Jatco
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Jatco
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TDK

キャパシター、センサーなどを展⽰

TDK
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DONUT

全個体電池搭載モーターサイクル

DONUT
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エネルギー密度400Wh/kg。100,000サイクル！

DONUT
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ProLogium

プロロジウムの全個体電池。九州電⼒が北九州でモジュールを作り可搬型充電器⽤電源として展⽰。
寿命は3,000回

ProLogium
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XING MOBILITY

ケータハム PROJECT-Vを展⽰

XING MOBILITY
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TCLTCL

⾃動運転時代のインパネなど⾃動⾞にも進出。
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TCL

⾃動⾞⽤⼤型ディスプレイ
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PLIYTPLITY

⾃動運転、シェアリング時代の個室を備えるモックアップ。4室？4⼈乗り
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LGLG

⾃動運転時代のインパネの提案



© 2026 Tokyo R&D Co.,Ltd. 東京アールアンドデー64

WestinghouseWestinghouse

Westinghouseがまだモーターを作っていたとは。他に急速充電器も展⽰。
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VelodyneVelodyne

ドローン発⾒器



© 2026 Tokyo R&D Co.,Ltd. 東京アールアンドデー66

ロボティックスロボティックス

⼈型ロボットも多く展⽰されていた。
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ENGINEAIENGINEAI

ボクシングなどを⾏えるロボット。
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TCS (TATA CONSULTANCY SERVICE)TCS ( TATA CONSULTANCY SERVICE)

4⾜歩⾏のロボットも多く出展されていた。
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⾃動運転の芝刈り機なども多く展⽰されていた。



© 2026 Tokyo R&D Co.,Ltd. 東京アールアンドデー72

TCLTCL

これまでのConsumer Electronics Showを思わせる⼤型の湾曲ディスプレイ
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HisenseHisense

163インチの⼤型TV（ディスプレイ）
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LGLG

透明ディスプレイ
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PanasonicPanasonic

⻑蛇の列
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スマホから操作できる、Dream Homeも多くの家電メーカーが展⽰していた
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aiwaaiwa

Aiwaが家電を出展
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ゲーミングゲーミング
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DAIWADAIWA

ヘルスケアなども多く展⽰されていた
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JAPAN TECHJAPAN TECH

別会場のスタートアップブース。およそ1,200社が出展
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アメリカの電子ナンバープレート概要

Sony Honda Mobility AFFILA 1の例

アメリカの電⼦ナンバープレート概要
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基本概念
従来の⾦属プレートの代わりに電⼦ディスプレイを使うナンバープレート

表⽰⽅式
電⼦インクなどでナンバー、州名、デザインを表⽰
電源オフ時も表⽰を保持可能

オンライン連携
セルラーネットワークでDMV（陸運局）と接続し、遠隔で更新・設定

⾞両登録・⾞検の⾃動反映
シール貼り替え不要で更新情報が⾃動表⽰

盗難対策
盗難時に「STOLEN（盗難）」などの警告表⽰や位置追跡（対応製品のみ）

カスタム表⽰
法律の範囲内でメッセージやデザインのカスタマイズ

フリート管理
企業が複数⾞両を⼀括管理する⽤途で活⽤

取付位置
基本後ろのみ。前に付ける場合は、これまでの⾦属製が多いようだ。

アメリカの電⼦ナンバープレート概要
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CES2026まとめ

モビリティ
• ソフトウェア定義⾞両（SDV)

OTAアップデート前提の⾞両アーキテクチャが各社から提⽰され、⾞載OSやアプリストア、
サブスクサービスにより⾞をプラットフォーム化

• ⾃動運転の現実路線
レベル3から限定的レベル4を、条件付きで実⽤化する⽅向
カメラ・LiDAR・レーダーのマルチセンサーと⾼精度地図・クラウド連携が標準構成に

• コネクテッド機能
スマホキー、クラウド認証、遠隔ロックやスタートなどが量産⾞に拡⼤し、⼀部では電⼦ナンバーと
フリート管理の展⽰

• EVとインフラ
⾼エネルギー密度・急速充電・⻑寿命の次世代バッテリー、V2HやV2G、スマート充電ステーションなど
エコシステム提案が進展。充電のロボット化。

• ⾞内エクスペリエンス
⼤型ディスプレイ、パノラマHUD、ゲームや動画・会議対応、個⼈プロファイル連携により⾞内が

「動くパーソナルスペース」に変化

CES2026 まとめ
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CES全体
• ⽣成AIの実装フェーズ

PC・スマホ・家電・⾞までオンデバイスAI搭載が標準化し、クラウドとローカルのハイブリッド運⽤が
前提化

• 家電のプラットフォーム化
テレビや冷蔵庫、スマートホーム機器が⾳声・画⾯・クラウドを組み合わせ⽣活導線を統合

• ⼈を補助する技術
家庭⽤ロボット、アシストスーツ、ARグラスなど、ロボティクスとヒューマンインターフェースが拡充

• サステナビリティ
省電⼒半導体、再エネ連携ホーム、リサイクル素材など環境配慮が前⾯に

CES2026まとめ
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VEGAS LOOP（ラスベガスの地下新交通システム）VEGAS LOOP（ラスベガスの地下新交通システム）



© 2026 Tokyo R&D Co.,Ltd. 東京アールアンドデー87

・テスラ（イーロン・マスク）の関連企業 The Boring Companyが受注

・現在は、LVCC（ラスベガス・コンベンション・センター）内と近隣のホテルまで開通

・テスラ⾞が現在は合計110台⾛っている。⾞両は、MODEL3、MODEL Yが中⼼
⼀部、サイバートラック、MODEL Xも⾛る

・LVCC内は無料で乗れるが、運⾏はイベント開催時のみ

・将来的には、市内が網羅され、空港からダウンタウンまでもが繋がる

・⼯期、建設コストが安いとされ、結果的に運賃も安くなる

VEGAS LOOP（ラスベガスの地下新交通システム）
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現在開通しているルート

VEGAS LOOP（ラスベガスの地下新交通システム）

将来的に、空港とダウンタウンが繋がると$12。タクシーだと$60前後
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VEGASLOOPのステーション（地上）

VEGAS LOOP（ラスベガスの地下新交通システム）

VEGASLOOPのステーション（地上）から地下に⼊るスロープ
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VEGASLOOPの地下のステーション

VEGASLOOPの地下トンネル。イルミネーションの⾊が変わる

VEGAS LOOP（ラスベガスの地下新交通システム）
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トンネル掘削のカッター

セグメントの接続の様⼦セグメントを繋げたもの直径約3.5m

厚さ200㎜程度⻑さ1m程度のコンクリートのセグメント

VEGAS LOOP（ラスベガスの地下新交通システム）
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ラスベガスの物価(2026.01.10現在)

日本ラスベガス(1＄=158JPY)商品名

480円＄6.19 (980円)ビッグマック

465円＄5.95 (940円)スターバックス コーヒー グランデ

150円＄5.5 (870円)コカ・コーラ 500ml(展示会)

150円＄3.0 (470円)〃 (コンビニ)

150円＄5.5 (870円)水 500ml(展示会)

108円＄1.0 (158円)〃 (コンビニ)

300円＄11.0 (1,740円)缶ビール 500ml(展示会)

600～700円＄8.0 (1,270円)ビール 500ml(レストラン)

700円相当レベル＄20.0(3,200円)豚骨ラーメン（展示会）

1,500円(2025.1現在)＄30.2(4,700円)コストコ時給
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UBER

⽇本のUberはただのタクシー配⾞アプリ。アメリカでは、ライドシェア。
⼀般⼈が副業したりしているので、タクシーと⽐較して安い

UBER
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＄66.59 (10,520円)空港乗り入れタクシー(日中)空港⇒ホテル(チップ込) 20km

＄43.98 (7,000円)  -34%Uber(AM6時乗車予約)ホテル⇒空港(チップ込) 20km

UBER



© 2026 Tokyo R&D Co.,Ltd. 東京アールアンドデー95

お問い合わせ先：株式会社東京アールアンドデー営業部
担当：森竹智法 （moritake.tomonori@tr-d.co.jp）
住所：神奈川県厚木市愛甲東 1ｰ25ｰ12
電話：046－227-1101
HP：https://www.tr-d.co.jp/


